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☑ きっと見つかる発見 

 
・収蔵可能資料約 40 万点 

・様々な特集、展示 

・Wi-Fi 利用可能な個人学習席 

☑ 人と人とをつなぐ場所 

 
・江戸切子が迎えるカウンター 

・こどもとしょしつ 

・ミーティングルーム 

    図 書 館 電 話 案 内 サ ー ビ ス     Ｔ Ｅ Ｌ  ：  ３ ６ １ ２ － ６ ０ ４ ８   

  http://www.library.sumida.tokyo.jp 

NNeewwss   

墨田区立図書館ウェブサイト 

 

☑ 墨田の中心から発信 

 
・京成曳舟駅徒歩３分 

・地域情報を積極的に PR 

・窓の外にはスカイツリー 

☑ 新しい時代の図書館へ 

 
・自動貸出、自動返却 

・予約室、自動出納書庫 

・タクト、デジタルサイネージ 

ひきふね図書館 4 月 1 日から 4 月 29 日までの来館者数 53,037 人 

 

４月１日（月）、ついにオープンした 

ひきふね図書館。４月の 1 ヶ月だけで、

約５万人もの方にご来館いただけまし

た。まだの方は、ぜひお気軽にお越し

ください。多くの方のご来館を心より

お待ちしております。 

また、3 月 31 日（日）には、開館 

に先立ちオープニングセレモニーが行

われました。詳細については 2、３ペ

ージをご覧ください。 

 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

この 10 種類のキャラクターたちは、な～んだ？ 

実はこれ、墨田区ひきふね図書館パートナーズの中から生まれた、

ひきふね図書館の為に作られたキャラクター達です。オープニングで

はこのキャラを使い、こどもとしょしつで「ゆるキャラを探せ！」を

実施させていただきました。 

ゲームは簡単。あらかじめこどもとしょしつ内に設置したゆるキャ

ラボードを探し、そこに書かれた秘密の言葉または点字をみつけて、

解答用紙に書き込むというものです。今回は「おはなし会」に申し込

まれた方のみを対象に当日声を掛けさせていただいたのですが、たく

さんの親子グループが参加して下さったおかげで、大盛況のうちに

（でも図書館なので実は静かに）ゲームを終了することができまし

た。また初めて点字を見た、触れたという方も多く、おうちに帰って

からの親子の会話に役立てたかもしれません。 

これからもゆるキャラはまだまだ増えていきそうな勢いです。図書

館のどこかで見かけたらどうぞよろしく！ 

なお、点字に関しては「点訳きつつき」さんのご協力とアドバイス

をいただきました。ありがとうございました。 

（担当：のもさん） 

 

3 月 31 日（日）午後 1 時 20 分と、2 時 20 分から、2 階プロジェクトコーナーで、墨田区

の誇るトリフォニーホール・ジュニア・オーケストラが演奏し、オープニングを飾りました。 

出演は、クラリネット、ファゴット、フルートのそれぞれのアンサンブルで、「上を向いて歩

こう」や、「アストル風に」というタンゴを元にした曲を見事に演奏し、拍手喝采のコンサート

でした。 

（担当：クッチー） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３月３１日（日）午後１時半、５階会議室で 待望の墨田区立ひき

ふね図書館のオープニングイベントとなるバイオリン二重奏のコン

サートが始まりました。 

出演は、新日本フィルのバイオリニスト、澤田和慶さんと山﨑恵

子さんのお二人。 

バイオリンの温かな音色が流れると、５階会議室が、一瞬にして、

サロンに変わります。ルクレール、エルガー、ミヨー、ドヴォルザ

ークの名曲に満員の客席は、酔いしれました。 

アンコールには、「猫ふんじゃった」も演奏され、トークも入った

楽しいコンサートでした。 

（担当：クッチー） 

 

４月６日（土）午後１時より５階会議室で墨

田区立ひきふね図書館のオープニング記念イ

ベントとなる、ＡＣＨＯＲＤＩＯＮ（ア・コー

ディオン）コンサートが開催されました。 

ギターの木村恵太郎さん、ボーカルの満田智

子さんによるジャズポップユニット。お二人の

図書館や好きな本についての話から始まり、オ

リジナル曲や「東京キッド」「ｍｏｏｎｒｉｖ

ｅｒ」の演奏へ。ここちよいギターの音色とや

さしい歌声につつまれました。 

（担当・下町カエル） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

館名 今月の特集コーナー 

ひきふね図書館 
一般書：「曳舟の今昔」 ティーンズサービス〔T.S〕：「10 代のときに出会えたら…！」 

児童書：「しかけえほんっておもしろい」 児童書２：「誕生 50 周年 ぐりとぐら」 

一般書：「風の物語」 ティーンズサービス〔T.S〕：「ブカツ,極める！」 
緑図書館 

児童書：「ママだいすき」 

一般展示：「掘り出し本見つけた」 
立花図書館 

児童書：「ティーンズ」  えほんコーナー：「のりものにのって」 

一般書：「グリーンライフ ガーデニング 盆栽」「旅にでたい」  
八広図書館 

児童書：「家族」 

一般書：「東駒形スタッフおすすめ本」  東駒形コミュニティ 

会館図書室 児童書：「名作絵本をよもう！」「すくすくげんき！」 

一般書：「旅」「文学賞」 梅若橋コミュニティ 

会館図書室 児童書：「うさぎ」 

一般書：「Relax Time～心と身体を癒しましょう～」  横川コミュニティ

会館図書室 児童書：「ぼうけんにいこう」 

 

 

テーマいろいろ 楽しみ方いろいろ 

 

 

ひきふね図書館の開館を祝って、子ども向けのおはなし会で使うステージや大型

紙芝居舞台などを寄贈してくださった「まや文庫」に、山﨑昇墨田区長から感謝状

が贈呈されました。 

「まや文庫」は、すみだボランティアセンター内で活動している団体で、寄贈さ

れた本をバザー等で販売し、その売上げを福祉施設などに寄付しています。 

 平成２５年４月１８日、「まや文庫」代表の小川昭氏が来館され、ひきふね図書

館こどもとしょしつで記念撮影を行いました。 

まや文庫代表小川昭氏と、寄

贈して頂いたステージや大型紙

芝居舞台などです。 

こどもとしょしつのオープニ

ングでは、寄贈されたステージ

を使用し、おはなしの会つくし

んぼ、おはなしポットさんが、

楽しいイベントを行いました。 



 

れ
ま
し
た
が
、
残
さ
れ
た
小
梅
よ
り
亀
有
に
い
た
る
川
筋
に
曳
舟
と

い
う
こ
と
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ
の
曳
舟
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
、

か
つ
て
の
本
所
上
水
は
曳
舟
川
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

吾
妻
橋
か
ら
水
戸
街
道
に
至
る
近
道
と
し
て
曳
舟
川
に
沿
っ
た
土
手

道
（
四
ツ
木
通
）
は
往
来
す
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
人
を
舟

に
乗
せ
て
亀
有
に
運
ぼ
う
と
い
う
こ
と
が
や
が
て
始
ま
っ
た
と
い
い

ま
す
。
坂
田
正
次
氏
の
著
作
・
発
行
の
『
曳
舟
川
』
に
丁
寧
な
考
察

が
あ
り
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
元
上

水
だ
っ
た
曳
舟
川
は
川
底
が
浅
く
艪
を
漕
ぐ
に
は
適
さ
な
か
っ
た

事
、
ほ
ぼ
直
線
の
川
沿
い
の
土
手
道
は
舟
に
綱
を
付
け
て
曳
く
に
は

適
し
た
道
だ
っ
た
こ
と
、
川
筋
に
は
橋
が
少
な
く
曳
き
や
す
か
っ
た

こ
と
、
流
れ
が
緩
や
か
で
上
り
下
り
と
も
可
能
だ
っ
た
事
な
ど
、
曳

舟
が
登
場
す
る
条
件
が
整
っ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

二
十
四
文
つ
ま
り
、
現
在
の
タ
ク
シ
ー
料
金
よ
り
安
く
乗
れ
た
の
で
、

だ
ら
だ
ら
と
直
線
路
を
行
く
退
屈
に
比
べ
た
ら
、
田
園
を
眺
め
な
が

ら
足
を
休
め
て
い
く
の
は
愉
快
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
乗
船

場
は
、
篠
原
村
に
あ
り
ま
し
た
が
、
一
般
に
は
四
ツ
木
曳
舟
と
い
わ

れ
た
そ
う
で
す
。
中
居
堀
が
曳
舟
川
に
接
す
る
あ
た
り
で
す
。
鯉
な

ど
料
理
す
る
店
も
あ
っ
た
よ
う
で
、『
十
方
庵
遊
歴
雑
記
』
や
『
嘉
陵

紀
行
』『
小
金
紀
行
』
な
ど
に
こ
の
四
ツ
木
曳
舟
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
四
ツ
木
曳
舟
を
有
名
に
し
た
も
の
に
、
広
重
の
「
名
所
江
戸

百
景
」
の
「
四
ツ
木
通
用
水
引
ふ
ね
」
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
名
所
と

い
い
な
が
ら
四
ツ
木
は
江
戸
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
小
梅
の
辺
と
解
釈
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
広
重
の
頃
は
、
四
ツ
木
、
亀
有
間
の
乗
船
が
主
で
、
小
梅
は

明
治
近
く
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
だ
と
『
曳
舟
川
』
の
著
者
坂
田
氏

は
考
察
し
て
い
ま
す
。
小
林
清
親
の
や
は
り
有
名
な
「
東
京
小
梅
曳

船
夜
図
」
は
小
梅
な
の
で
し
ょ
う
が
、
人
家
が
全
く
な
い
寂
し
い
風

景
の
中
を
夫
婦
と
思
わ
れ
る
農
民
が
舟
を
曳
く
図
と
な
っ
て
い
ま

新
た
に
ひ
き
ふ
ね
図
書
館
が
開
館
し
ま
し
た
。「
ひ
き
ふ
ね
」
の
名

の
由
来
は
、
土
地
の
名
「
曳
舟
」
か
ら
来
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
が
、

「
近
く
に
川
も
な
い
の
に
曳
舟
と
は
」
と
疑
問
に
思
う
人
も
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
東
武
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
付
近
か
ら
新
四
ツ
木

橋
に
い
た
る
ほ
ぼ
直
線
の
道
は
俗
に
曳
舟
通
り
と
も
い
わ
れ
ま
す

が
、
曳
舟
川
通
り
が
公
的
な
名
称
で
す
。
新
四
ツ
木
橋
を
渡
っ
て
曳

舟
川
通
り
の
先
に
行
く
と
、
亀
有
に
い
た
る
道
筋
に
曳
舟
川
親
水
公

園
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
先
は
葛
西
用
水
と
な
っ
て
越
谷
に
至
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
途
中
荒
川
に
遮
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
道
路

は
一
筋
の
川
の
跡
な
の
で
す
。 

 

『
東
京
市
史
稿
・
上
水
編
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
御
府
内
上
水

在
絶
略
記
』
に
よ
れ
ば
、
亀
有
の
方
か
ら
法
恩
寺
の
前
ま
で
人
工
的

な
川
を
掘
っ
て
飲
料
水
を
引
き
、
深
川
の
高
橋
、
万
年
橋
か
ら
南
北

本
所
一
円
に
樋
を
通
し
て
、
各
戸
に
飲
み
水
を
確
保
し
た
と
い
う
事

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
享
保
七
年
に
は
廃
止
さ
れ
た
と
い

う
の
で
す
。
今
で
い
う
、
本
所
の
開
拓
に
あ
た
っ
て
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
で
す
。
本
所
上
水
と
も
亀
有
上
水
と
も
い
わ
れ
『
新
編
武
蔵
風
土

記
稿
』
に
は
、
そ
の
川
筋
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
瓦
曽
根
溜
井
か
ら

堀
通
し
、
亀
有
、
篠
塚
、
四
ツ
木
、
寺
島
、
請
地
、
小
梅
を
通
り
法

恩
寺
橋
東
ま
で
い
た
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
越
谷
の
瓦
曽
根
溜

井
は
、
元
荒
川
を
堰
き
止
め
た
用
水
ダ
ム
と
も
い
え
る
も
の
で
、
そ

こ
か
ら
、
ほ
ぼ
平
坦
な
土
地
を
延
々
と
本
所
ま
で
飲
み
水
を
通
す
と

い
う
の
で
す
か
ら
、
流
水
は
不
完
全
で
飲
料
に
適
さ
ず
、
井
戸
が
本

所
に
普
及
し
始
め
た
享
保
七
年
に
は
廃
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
（
江
戸
城
下
町
に
お
け
る
「
水
」
支
配
）。 

 

上
水
は
廃
止
に
な
り
業
平
か
ら
法
恩
寺
に
い
た
る
部
分
は
埋
め
ら

す
。
小
梅
の
方
は
橋
が
あ
り
ま
す
か
ら
舟
を
曳
き
に
く
か
っ
た
よ
う

に
も
思
い
ま
す
。
広
重
が
あ
え
て
、
江
戸
府
内
を
は
ず
れ
た
四
ツ
木

か
ら
亀
有
方
面
を
俯
瞰
し
て
い
る
の
は
「
江
戸
名
所
百
景
」
は
安
政

二
年
の
大
地
震
か
ら
の
江
戸
復
興
図
だ
と
い
う
説
（
謎
解
き
広
重
「
江

戸
百
」
）
を
勘
案
す
る
と
、
そ
の
時
の
震
源
地
は
亀
有
か
ら
亀
戸
に
い

た
る
地
点
と
さ
れ
ま
す
か
ら
（
安
政
江
戸
地
震
災
害
誌
）、
つ
ま
り
、

広
重
は
本
能
的
に
震
源
の
元
を
平
穏
な
曳
舟
風
景
の
中
に
見
て
い
た

と
も
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

明
治
の
洋
画
壇
に
あ
っ
た
浅
井
忠
の
画
に
も
「
曳
舟
通
り
」
と
し

て
、
民
家
が
陰
を
落
と
す
曳
舟
川
を
描
い
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
さ

て
、
紙
面
が
尽
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
画
家
伊
藤
晴
雨
や
、
文
豪
森

鴎
外
、
堀
辰
雄
、
佐
多
稲
子
、
北
原
白
秋
の
「
片
恋
」、
孔
版
画
家
の

小
針
美
男
な
ど
に
つ
い
て
も
述
べ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
ご
容
赦
く
だ

さ
い
。
次
回
と
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 （

真
津
志
麻
記
） 

（
参
考
） 

『
江
戸
城
下
町
に
お
け
る
「
水
」
支
配
』
ID:

１
１
１
６
６
７
５
８ 

『
曳
舟
川
』
ID:

１
１
１
８
０
９
４
６ 

『
安
政
江
戸
地
震
災
害
誌
・
上
巻
』
ID:

１
１
１
３
４
７
０
７ 

『
謎
解
き
広
重
「
江
戸
百
」』
ID:

１
１
２
１
２
６
５
３ 

左
図
は
「
江
戸
名
所
道
外
人
盡
四
十
・
四
ツ
木
通
り
の
引
ふ
ね
」
歌

川
広
景
画
（
文
久
元
年
）。
曳
舟
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
錦
絵
で
す
。

広
景
（
ひ
ろ
か
げ
）
は
初
代
広
重
の
門
人
で
す
。 



 

 
日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 憲法記念日 3 みどりの日 4 
    緑「小さい子どもの

た め の お は な し

会」10：30～ 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

ひ「おはなしのじか

ん ・ 幼 児 向 け 」

11：00～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

東「おはなしのもり

スペシャル」 

15：00～ 

こどもの日 5 振替休日 6 7 8 9 10 11 

東・梅・横 
 

コミュニティ 
 

図書室休館 

 

 

  

八「おひざでえほ

ん」11：00～ 

 

 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

ひ「おはなしのじか

ん」15：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

12 13 14 15 16 17 18 
   緑「おはなしのへ

や」15：15～ 

館内整理日 
 

全館休館 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

ひ「おはなしのじか

ん」15：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

19 20 21 22 23 24 25 
  東「おはなしれっし

ゃ」10：30～ 

  横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしひろ

ば」10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

ひ「おはなしのじか

ん」15：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

26 27 28 29 30 31 
  ひ「おひざでえほ

ん」10：30～ 

  横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

 

 

 
●ひきふね図書館 

京島１－３６－５ 
電話：5655-2350 

●緑図書館 

緑２－２４－５ 
電話：3631-46２１ 

●立花図書館 

立花６－８－1－101 
電話：3618-2620 

●八広図書館 

八広 5－10－1－104 

電話：3616-0846 

●東駒形コミュニティ 
会館図書室 

東駒形 4－14－1 
電話：3623-1141 

●梅若橋コミュニティ

会館図書室 
堤通２－９－１ 
電話：3616-1101 

●横川コミュニティ 

会館図書室 
横川５－９－１ 
電話：5608-4500 

ひきふね図書館 月曜日～土曜日・・・・・・9：00～2１：00 
        ※こどもとしょしつは 18：００までです 

        日曜日・祝日・・・・・・・9：00～17：00 

その他図書館  火曜日～土曜日・・・・・・9：00～20：00 

日曜日・月曜日・祝日・・・9：00～17：00 
※コミュニティ会館図書室は、月曜日の開館時間が 9：00～20：00 です。 

 

館内整理日《毎月第３木曜日（祝日にあたる場合は翌日）》、年末年始、特別整理期間 
※コミュニティ会館図書室は、毎月第１月曜日も休館日です。 

【 開 館 時 間 】  

【休  館  日】 

 

●すみだ女性センター 
 
押上２－12－7－111 
電話：5608-1771 


